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※腹起しの設置位置については、現場状況に応じ検討を行うもとのする。

　同様に矢板材についても、支保材を含めた検討を要しながら施工を行うものとする。

  掘削深が2.0m以上は、支保材2段とする。
  矢板は根入長0.2m以上を考慮すること。

3.5m 2

3.0m 3.5cm 2

掘削深
支  保  材

段数 腹起し材厚み

4.0m 3

3.5cm

3.5cm

切梁材

掘削標準図(2)
S=1:30

腹起し材(鋼製:アルミ)

切梁材(鋼製:水圧式サポート)

軽量鋼矢板

23.5cm2.5m

2.0m 3.5cm 1

13.5cm2.5m

t=130

1
30

*市道部の路面復旧については、来年度の配水管撤去工事に

あわせて全面路面復旧する予定である。



弁室据付標準図
S=1:20

注：組合わせは、仕様書及び表の通りとする。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。
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参考図

空気弁・消火栓室

鉄蓋　　 550×350×200

上部壁Ａ 550×350×200

下部壁Ｃ 550×350×200

底版 　　750×200×40

A

＊両フランジ短管にて高さを調整

（配管詳細図にて記載）
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消火栓蓋はカラー塗装とする。
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鉄蓋 φ216型 鉄蓋 φ240型 鉄蓋 φ320型

空気弁鉄蓋 550×350型

消火栓鉄蓋 550×350型

空気弁室（単口用）
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550×350×200

鉄蓋 上部壁Ａ 下部壁ＡＣ 底版中部壁Ｂ 下部壁Ｃ
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鉄蓋　　   φ320型

底版　　   φ350×40
下部壁ＡＣ φ350×φ450×150

仮設設置時

仮設仕切弁室標準図

硬質塩化ビニル管φ250 (L)
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調整リング

550×350×50

調整リング
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注：土被りH=800以上の消火栓・空気弁室については、両フランジ短管にて消火栓・空気弁（補修弁含む）の設置高を調整するため、

弁室の高さ(底高)は補修弁の下あたりになるように調整すること。

仮設撤去時

底版　　   φ350×40
下部壁ＡＣ φ350×φ450×150
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